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論文審査の要旨 

 

夜間頻尿は、高齢者の QOL を低下させる下部尿路症状のひとつであるが、加

齢とともに罹患率は高くなる。夜間頻尿の原因として夜間多尿（Nocturnal 

Polyuria: NP）は最も重要であり、一方、高齢者で罹患率の高い閉塞性睡眠時無

呼吸症候群（OSAS）との関連も指摘されている。本研究では、夜間頻尿を有す

る高齢者を対象に、排尿記録、理学的所見、血液・尿検査所見と脳性ナトリウ

ム利尿ペプチド（BNP）や抗利尿ホルモン（ADH）などを評価項目として、夜

間の尿産生と OSAS の関連を明らかにした。夜間頻尿を伴う 60 歳以上の男性 83

人を対象に、polysomnographyにて OSAS の有無を評価した。その結果、

apnea-hypopnea index、body mass index、収縮期血圧、BNP（48.6±41.4 vs. 30.7±31.5、

p=0.0006）、尿中 Na/Cre 濃度、尿浸透圧（616±172 vs. 516±174、p=0.0285）は、

OSAS 患者の方が有意に高かったが、尿中 ADH/ Cre 濃度（6.7±10.4 vs. 6.8±7.8、

p=0.3617）は両群間に差を認めなかった。夜間多尿と OSAS を有する高齢男性は、

体液過剰状態を ADH 分泌の減少ではなく、BNP 分泌を増加させることで代償し

ている可能性が示された。本研究は、夜間頻尿患者における夜間多尿と OSAS

の関連を明らかにしたものであり、臨床的に有意義な研究と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに泌尿器科学排尿機能

領域の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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